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２０２４年１２月１３日 

四国地域の百貨店・スーパー販売状況 
（２０２４年１０月分速報） 

～  全店ベースで３カ月ぶりのマイナス ～ 

四国地域の百貨店・スーパー全店（249店）の販売額合計は 458.2億円で、前年同月比▲3.0％と

３カ月ぶりに前年を下回った。 

品目別にみると、衣料品が９カ月連続で、その他の商品が２カ月連続で、飲食料品が３カ月ぶり

にそれぞれ前年を下回った。 

なお、既存店ベースでは、同▲1.2％と３カ月ぶりに前年を下回った。 

■業態別の販売状況

（１）百貨店

全店（4店）の販売額は 58.4億円で、前年同月比▲6.0％と３カ月ぶりに前年を下回った。

品目別にみると、前年に比べ日曜日が１日少なかったことに加え、その他の商品は美術品や

化粧品の動きが鈍かったことなどから３カ月ぶりに、衣料品は気温が高めに推移し秋冬物衣料

が伸び悩んだことなどから２カ月連続で、飲食料品は催事の開催時期のずれや生鮮食品の動き

が鈍かったことなどから２カ月ぶりに、それぞれ前年を下回った。 

（２）スーパー

全店（245店）の販売額は 399.8億円で、前年同月比▲2.6％と３カ月ぶりに前年を下回った。

品目別にみると、前年に比べ日曜日が１日少なかったことに加え、衣料品は気温が高めに推移

し秋冬物衣料が伸び悩んだことなどから９カ月連続で、その他の商品はマスクなどの衛生用品

の動きが鈍かったことなどから２３カ月連続で、飲食料品は気温が高めに推移し鍋物商材が低

調だったことなどから３カ月ぶりに、それぞれ前年を下回った。 

百貨店・スーパー販売額及び前年同月比増減率
（単位：億円、％）

販売額 販売額 前年 販売額 前年

既存店 同月比 同月比

四国 458.2 ▲ 3.0 ▲ 1.2 58.4 ▲ 6.0 399.8 ▲ 2.6

全国 17,890 ▲ 0.6 ▲ 0.5 4,912 ▲ 1.3 12,978 ▲ 0.3

（注）既存店とは、当月及び前年同月とも調査の対象となっている事業所をいい、前年同月比の算出はその事業所のみで行っている。

合計
前年同月比

百貨店 スーパー
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■県別の販売状況

徳島県の全店（46 店）の販売額は、78.4 億円で、前年同月比▲0.8％と５カ月ぶりに前年を
下回った。品目別にみると、衣料品、その他の商品などが前年を下回り、飲食料品などが前年を
上回った。
なお、既存店ベースでは、同▲0.8％と５カ月ぶりに前年を下回った。 

 香川県の全店（83 店）の販売額は、149.0 億円で、前年同月比▲1.5％と３カ月ぶりに前年を
下回った。品目別にみると、衣料品、その他の商品などが前年を下回り、飲食料品などが前年を
上回った。 

なお、既存店ベースでは、同＋0.1％と３カ月連続で前年を上回った。 

 愛媛県の全店（89店）の販売額は、169.7億円で、前年同月比▲4.8％と２カ月連続で前年を
下回った。品目別にみると、飲食料品、その他の商品、衣料品などが前年を下回った。 
なお、既存店ベースでは、同▲1.3％と３カ月ぶりに前年を下回った。 

 高知県の全店（31 店）の販売額は、61.2 億円で、前年同月比▲4.7％と３カ月ぶりに前年を
下回った。品目別にみると、飲食料品、衣料品、その他の商品などが前年を下回った。 

なお、既存店ベースでは、同▲4.7％と３カ月ぶりに前年を下回った。 

四国地域 業態別・品目別前年同月比増減率
（％）

百貨店 スーパー

合計 ▲ 3.0 ( ▲ 1.2 ) ▲ 6.0 ▲ 2.6

衣料品 ▲ 15.6 ( ▲ 14.4 ) ▲ 8.8 ▲ 20.1

身の回り品 ▲ 2.2 ( ▲ 1.4 ) 1.0 ▲ 8.0

飲食料品 ▲ 0.9 ( 1.1 ) ▲ 3.5 ▲ 0.8

家具 ▲ 41.7 ( ▲ 39.8 ) ▲ 9.6 ▲ 46.8

家庭用電気機械器具 ▲ 13.1 ( ▲ 12.5 ) ▲ 30.1 ▲ 13.0

家庭用品 12.9 ( 13.6 ) ▲ 17.1 15.6

その他の商品 ▲ 11.1 ( ▲ 9.5 ) ▲ 9.3 ▲ 12.1

食堂・喫茶 ▲ 0.9 ( ▲ 0.9 ) ▲ 0.9 -

（注）（ ）内は既存店

合 計

県別 販売額及び前年同月比増減率
（単位：億円、％）

販売額 販売額 販売額 販売額
既存店 既存店 既存店 既存店

78.4 ▲ 0.8 ▲ 0.8 149.0 ▲ 1.5 0.1 169.7 ▲ 4.8 ▲ 1.3 61.2 ▲ 4.7 ▲ 4.7

前年同月比 前年同月比 前年同月比 前年同月比
徳 島 県 香 川 県 愛 媛 県 高 知 県
















